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－はじめに－ 

 

 地球温暖化とは、地球表面の大気や海洋の平均温度が長期的に上昇する現象であり、

その主因は産業活動等により人為的に排出される二酸化炭素などの温室効果ガスの増

加であることが明らかになっています。地球温暖化は、地球全体の気候に大きな変動を

もたらすものであり、平均気温の上昇、農作物や生態系への影響、暴風、台風等による

被害も観測されています。温暖化に伴う気候変動の悪影響を回避するためには、温室効

果ガス排出量の少ない「低炭素社会」への移行が求められています。 

 地球温暖化防止に関する対策としては、平成９年に開催された地球温暖化防止京都会

議において温室効果ガス削減義務を具体的に定めた「京都議定書」が採択され、平成１

７年２月に発効されました。日本は、平成２０年から平成２４年の第一約束期間に平成

２年比６％の温室効果ガス削減目標を義務づけられましたが、第一約束期間（平成２０

年～平成２４年）は終了し、平成２５年（２０１３年）以降は、国連気候変動枠組条約

締約国会議（ＣＯＰ１６）のカンクン合意に基づき、平成３０年（２０２０年）までの

削減目標として、平成１７年度比３.８％削減を気候変動枠組条約事務局に提出し、そ

の達成に向けた進捗の国際的な報告・検証を通じて、引き続き地球温暖化対策に積極的

に取り組んでいくものとしています。 

 また、新たな地球温暖化対策計画の策定までの間の取り組み方針として、地球温暖化

対策を切れ目なく推進する必要性に鑑み、当該計画の策定に至るまでの間においても、

地方公共団体、事業者及び国民には、それぞれの取り組み状況を踏まえ、「京都議定書

目標達成計画」に掲げられたものと同等以上の取り組みを推進することを求めることと

し、政府は、地方公共団体、事業者及び国民による取り組みを引き続き支援することで

取り組みの加速を図る方向としています。（平成２５年３月１５日地球温暖化対策推進

本部決定「当面の地球温暖化対策に関する方針」） 

 このような状況を踏まえ、本市においても「地球温暖化対策の推進に関する法律第２

０条の３第１項」に基づき都道府県及び市町村に策定が義務付けられている温室効果ガ

スの排出量の削減のための措置に関する計画（以下、実行計画という。）として、「高梁

市地球温暖化対策実行計画」を新たに策定するものです。 
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 気候変動に関する政府間パネル（ＩＰＣＣ）は、２０１３年（平成２５年）に公表し

た第５次評価報告書において、１８８０～２０１２年（平成２４年）の期間に世界平均

気温が０.８５℃上昇していることが報告されました。さらに、２１世紀末の平均気温

上昇は、最大で３.７℃（２.６～４.８℃）に達すると予測されています。 

 また、地球温暖化により、洪水や干ばつなどの自然災害の増加、感染症や熱中症など

の健康被害の増加、農作物の生産性の低下、海面上昇、生態系の異変などの影響が懸念

されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 世界の地上平均気温の変化（１９８６～２００５年と２０８１年～２１００年の差） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第１章 実行計画の背景 

第１節 地球温暖化の現状及び影響 

地球温暖化をもたらす原因が 2100 年までに 

最大となりその後減少するとした場合の予測 

地球温暖化をもたらす原因が 2100 年以降 

も強くなり続けるとした場合の予測 

出典：気候変動に関する政府間パネル（ＩＰＣＣ）第５次評価報告書 

第１次作業部会報告書 政策決定者向け要約（ＳＰＭ）の概要 

※ＩＰＣＣ：気候変動に関する政府間パネル(Intergrovernmental Panel on Climate Change) 

の略称で、１９８８年に各国政府から推薦された科学者を主体に設立された、 

地球温暖化に関する最新の知見の評価を行う国連の下部組織。 

▽気候変動による台風の影響 ▽海面上昇

資料：全国地球温暖化防止活動推進センター 
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 地球温暖化対策実行計画は、行政の事務及び事業に伴い排出される温室効果ガスの削

減を目的として、独自に設定した基準年における温室効果ガス排出量の推計、同排出量

に対する削減目標及び目標達成のための温室効果ガス削減措置・推進体制等ついて定め

るものであり、高梁市が策定する地球温暖化対策実行計画（以下「実行計画」という。）

においても以下の内容に関して言及するものとする。 

● 計画の期間（基準年、実行計画期間） 

● 計画の基準となる（基準年における）温室効果ガス排出量の把握 

● 温室効果ガス削減のための措置 

● 地球温暖化対策の推進のための庁内体制 

  

▽生態系への影響 
変化に対応できない種の絶滅 

▽砂漠化 
 相互影響により加速化

▽食糧問題 
 気候変動による農作物への影響

資料：全国地球温暖化防止活動推進センター 

第２節 地球温暖化対策実行計画の概要 

１ 計画の概要 
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 高梁市は、平成１４年３月に「高梁市役所地球温暖化対策実行計画（以下「第１次実

行計画」という。）」を策定し、以来施設や公用車の運用の改善等の「ソフト的取組」を

主体に行政事務・事業を起源とする温室効果ガスの排出削減を図ってきた。 

 こうした状況の中、第１次計画の策定以来１２年経過していることや、平成１６年１

０月に周辺４町と合併したこと等により、高梁市を取り巻く環境は大きく変わっている

ことから、一層の温室効果ガス排出量の削減及び省エネルギーを図るため、「高梁市地

球温暖化対策実行計画（以下「実行計画」という。）」を策定し、より実効性の高い地球

温暖化対策の実施を目指すものとする。 

 

 

 （１）第１次実行計画の基本的事項 

 ● 策定時期：平成１３年度 

 ● 計画期間：平成１４年度～平成１８年度（５年間） 

 ● 基 準 年：平成１２年度 

 ● 対象ガス：ＣＯ2（二酸化炭素）、ＣＨ4（メタン）、Ｎ2Ｏ（一酸化二窒素） 

 ● 対象施設：高梁市の直接管理による事務及び事業 

 ● 削減目標：基準排出量に対して２．３％削減 

 

（２）第１次実行計画の目標内容（主なもの） 

取組内容 基準 目標 備考 

ガ ソ リ ン ４３，２２５㍑ ４１，０６３㍑ ５％削減

灯 油 １９２，５３９㍑ １８２，９１２㍑ ５％削減

軽 油 ２２，３２６㍑ ２１，２０９㍑ ５％削減

Ａ 重 油 ６５，８５５㍑ ６２，５６２㍑ ５％削減

Ｌ Ｐ Ｇ ８，３３０㎏ １３，１２０㎏ ５７．５％の増加に抑制

電 気 使 用 量 ５，８９９，６８５kwh ５，７８１，６９１kwh ２％削減

紙 の 使 用 量 ６，０９４，１６６枚 ５，１８０，０４１枚 １５％削減

水 道 使 用 量 ４３，９９１㌧ ４１，７９１㌧ ５％削減

 

  

２ 高梁市の取組 

３ 第１次実行計画の概要 
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 また、高梁市の市長部局の全事務及び事業は、「エネルギーの使用の合理化に関する

法律」（以下「省エネ法」という。）の特定事業者（事業者全体で年度単位のエネルギー

総使用量が原油換算で 1,500kl を超える事業者）として、エネルギー使用状況の把握や

省エネルギー化の推進が義務となっている。 

 省エネルギー化への取組は、地球温暖化対策にとっても重要な位置付けとなることか

ら、高梁市では、実行計画の運用による温室効果ガス排出量及びエネルギー使用量の削

減における取組の合理化を目指すものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

エネルギーの使用の合理化等に関する法律 
（昭和五十四年六月二十二日法律第四十九号） 

最終改正年月日:平成二七年九月九日法律第六五号

 
（特定事業者の指定） 
第七条 
  経済産業大臣は、工場等を設置している者（第十九条第一項に規定する連鎖化事業者を除く。

第三項において同じ。）のうち、その設置しているすべての工場等におけるエネルギーの年度（四

月一日から翌年三月三十一日までをいう。以下同じ。）の使用量の合計量が政令で定める数値以

上であるものをエネルギーの使用の合理化を特に推進する必要がある者として指定するものと

する。 
 ２ 前項のエネルギーの年度の使用量は、政令で定めるところにより算定する。 
 ３ 工場等を設置している者は、その設置しているすべての工場等の前年度における前項の政

令で定めるところにより算定したエネルギーの使用量の合計量が第一項の政令で定める数値以

上であるときは、経済産業省令で定めるところにより、その設置しているすべての工場等の前年

度におけるエネルギーの使用量その他エネルギーの使用の状況に関し、経済産業省令で定める事

項を経済産業大臣に届け出なければならない。ただし、同項の規定により指定された者（以下「特

定事業者」という。）については、この限りでない。 
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 この計画は、基準年度を平成２７年度とし、計画期間を平成２９年度～平成３３年度

までの５年間とする。 

 目標年度については、平成３３年度とする。 

 なお、実行計画の実施状況や技術の進捗、国の確定的な目標の設定、社会情勢の変化

により、必要に応じて見直しをするものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）調査対象施設：高梁市が管理する事務及び事業（指定管理施設含む） 

 ●目標設定対象施設 

   温室効果ガス削減目標を設定し、実行計画の中で削減目標達成状況を管理する施

設とする。 

 ●目標設定外施設 

   温室効果ガス削減目標を設定せず、温室効果ガス排出量の把握並びに温室効果ガ

ス削減への取組に留める施設で、指定管理施設においては目標設定外施設とする。 

（２）調査対象ガス：ＣＯ２（二酸化炭素） 

 「地球温暖化対策の推進に関する法律」では、６種類の温室効果ガス（６ガス）が削

減の対象となる。ただし、日本が排出する温室効果ガスのうちＣＯ2（二酸化炭素）が

全体の約９５％を占め、また地方公共団体の事務・事業においては、ＣＯ2の比率が更

に高まることが予測されること等を勘案し、ＣＯ2の調査をもって６ガス調査の代替え

とする。 

  

２ 基準年度・計画期間・目標年度 

３ 調査対象範囲 

Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２ Ｈ３３

第
１
次
計
画

基
準
年
度

策
定
年
度

計
画
実
施

目
標
年
度

第
２
次
計
画

基
準
年
度

策
定
年
度

計
画
実
施

目
標
年
度

～



 

＜対

調査

対象

対

 

 

象

 

 

外

 

＜日

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※温室効果

温室効果

覧表のこと

温室効果

及びこれに

象とする温

査 

象 

ＣＯ２ 

（二酸化

対 

象 

外 

ＣＨ４ 

（メタ

Ｎ２Ｏ 

（一酸化

ＨＦＣ 

（ハイ

ＰＦＣ 

（パー

ＳＦ６ 

（六ふ

本の温室効

果ガスインベ

果ガスインベ

とであり、我

果ガスインベ

に伴う国際対

温室効果ガス

ガス種 

化炭素） 

ン） 

化二窒素）

ドロフルオ

フルオロカ

っ化硫黄）

果ガス排出

メタン 

（CH4） 

1.6% 

ベントリオフィ

ベントリオフィ

我が国は京都議

ベントオフィス

対応等を担うた

ス及び排出源

 

ロカーボン

ーボン類）

 

出構成（２０

 

ィス 
ィスとは、温

議定書のもと

スは、我が国

ために開設さ
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源＞ 

化石

廃プ

一般

産業

下水

定置

自動

家庭

ブ等

麻酔

ン類）

カー

（エ

代替

 

半導

（半

体の

変圧

（ト

０１１年）＞

一酸化二窒素

（N2O） 

1.7% 

その他

5.2% 

温室効果ガス

とで自国の温

国の温室効果ガ

された（独）

燃料の燃焼

ラスティッ

廃棄物の焼

廃棄物の焼

・し尿処理

式機関（内

車の走行 

用機器（ガ

）の使用 

剤の使用（

エアコンか

アコンの冷

フロン） 

体の洗浄・

導体の製造

代替フロン

器等からの

ランスの絶

＞ 

素 

二酸化炭素

（CO2）

94.9%

【資

の排出量や吸

温室効果ガスイ

ガスインベン

国立環境研究

排出源 

焼、電力の使

クの燃焼 

焼却 

焼却 

理、及び浄化

燃機関）の

ガスコンロ、

Ｎ２Ｏのみ

からの漏洩 

冷媒、オゾン

エッチング

造プロセス等

ン） 

漏洩 

絶縁ガス等）

ハイドロフルオ

カーボン類

（HFC） 

1.6%

素 

資料】温室効

吸収量を、排

インベントを

ントリ作成や

究所の下部組

使用 

化槽の使用 

の使用 

給湯器、ス

み） 

ン層を破壊し

グ等 

等での使用

 

オロ 

類 

ﾊﾟｰﾌﾙ

効果ガスイン

排出源・吸収源

を作成、公表

国家インベン

組織である。 

ストー

しない

用が主

ﾙｵﾛｶｰﾎﾞﾝ類

（PFC） 

0.2% 

六フッ化硫黄

（SF6）

0.1% 

ンベントリオ

源ごとに示し

する義務を負

ント報告書の

黄 

フィス 

した一

負う。

の作成
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 実行計画策定のため現況調査として、高梁市では調査対象施設に対して以下に示す２

種類の現況調査を実施した。 

 ● 温室効果ガス排出量算定のための活動量調査 

 ● 温室効果ガス削減への取組実施状況に関するアンケート 

 

 

 活動量調査は、現況調査の最小単位となる課・施設毎の活動量（温室効果ガス排出の

要因となる電気・燃料使用量等の総称）の把握を目的として、実行計画の対象範囲に対

して実施する。 

 なお、高梁市の事務及び事業において調査が必要な活動量を以下に示す。 

 

＜調査対象となる活動量＞ 

活動量項目 調査単位 調査対象 

電気使用量 ｋｗｈ 

実行計画対象施設の課・施設を対象 

ガソリン使用量 ℓ 

軽油使用量 ℓ 

灯油使用量 ℓ 

Ａ重油使用量 ℓ 

ＬＰＧ使用量 ㎥ 

 

 

 

 施設・職場単位での日常の地球温暖化への取組状況について把握することを目的とし

た調査であり、温室効果ガス削減のための取組措置検討の指標として活用する。 

 ● 施設の運用改善等の取組行動に関する設問（全２８項目） 

 

  

第２節 現況調査 

１ 温室効果ガス排出量算定のための活動量調査 

２ 温室効果ガス削減への取組実施状況に関するアンケート 



 

 

 

 

 

 

 実行

１０

 な

示す。

 

 

 

 ●電

Ａ

 

 ●温

 

＜目標

 

 

 

 

 

 

 

第

第

目標

行計画の目

，８２７ｔ

お、目標設定

。 

電気使用に伴

Ａ重油（１．０

温室効果ガス

標設定施設

３章 

第１節 

１ 活動

標設定施設

標設定施設

－ＣＯ２で

定施設の基

伴う排出が全

０％）、ＬＰＧ（

スの削減には

設 活動量・

排出源 

ガソリン 

軽油 

灯油 

Ａ重油 

ＬＰＧ 

電気 

合計 

温室効

目標設

動量・温室

設 基準排出

灯油 

6.1% 

設における基

であり、同排

準年の活動

全体の８８．９

（０．９％）、軽

は、電気使用

温室効果ガ

１３

 

効果ガス

設定施設の

室効果ガス

出量：１０

ガソリン 

2.4% 
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基準年（平成

排出量を実行

動量・温室効

９％を占め、

軽油（０．７％

用量の削減が

ガス総排出量

活動量

１１２，

２９，

２６４，

４１，

３１，

３，５７４，９

ス排出の

の温室効果

ス総排出量

０，８２７

Ａ重油 1

成２７年度）

行計画の基準

効果ガス排出

以下灯油（６

％）と続いてい

が有効となる

量＞ 

量 

１０２Ｌ

１００Ｌ

５９９Ｌ

２８０Ｌ

２７７㎥

９５４kwh 

の現状 

果ガス排出

量及び排出

ｔ－ＣＯ２

.0% 
ＬＰＧ 0.9

軽油

＜目標設

の温室効果

準排出量とす

出量及び排出

６．１％）、ガ

いる。 

る。 

排

㎏

２

６

１

９，６

１０，８

出状況 

出源構成 

２ 

電

88

% 

0.7% 

定施設 排出

果ガス排出量

する。 

出源構成を以

ガソリン（２．４

排出量 

㎏-CO2 

６２，６１

７５，０７

５８，８５

１１，８７

９３，８３

２４，６４

２６，８９

電気 

8.9% 

出源構成＞ 

量は、

以下に

４％）、

６

７

２

１

１

３

０



 

 

 目標

 ●下

梁
 

 ●排

が

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

標設定施設

下水道処理場

）（７．９％）と

排出量上位１

大勢を占めて

２ 課

高梁学

セ

その他 

43.3% 

（t-CO2） 

設における課

場が全排出

と続いている

１０施設での

ている。 

・施設別排

学校給食 

センター 

2.2% 

水道施設（備

2.3% 

課・施設別に

量の１２．７

る。 

の排出源別排

 

排出状況

文化交流

2.5%

備中） 
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による排出状

％を占め、成

排出構成では

簡易水道

流館 

%

状況を以下に

成羽病院（１

は、下水道処

下水道処理

12.7%

畑地

（
道施設（成羽）

2.9%

に示す。 

０．５％）、簡

処理場の電気

場 

成

上水

地かんがい施設

（川上） 5.1% 

＜施設別

＜施設別排出

簡易水道施設

気使用に伴う

成羽病院 

10.5% 

簡易水道

本庁舎

5.2% 

水道施設（高梁

5.2% 
設

別排出構成＞

出量 上位１

設（高

う排出

道施設（高梁

7.9%

舎 

梁） 

＞ 

１０施設＞

） 



 

 

 温

を以

 （

 

 
 

 ● 
 

 ● 

 

 ● 

れ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガ

＜

西部土木

成羽デ

センタ

成羽地域

消

ス

室効果ガス

下に示す。

（１）ガソリ

ガソリン使用

ガソリンは公

状況に応じて

管理車両や

れ以降消防

ガソリン

上

消防

臥牛山

西

成羽デイ

川上訪問

３ 排

ガソリン使用

施設別 ガ

管

木事務所 6.0%

デイサービス 

ター 4.2% 

域局 3.9% 

消防団 3.5% 

川上訪問看

ステーション 2

成羽病院

の排出に係

 

リン 

用に伴う排出

公用車燃料

て変動する 

や公用による

防本部（１５．５

ン使用に伴う

上位１０施設

本庁舎 

防本部・消防

山サル管理事

西部土木事務

イサービスセ

成羽地域局

消防団 

成羽病院 

問看護ステー

備中地域局

その他 

合計 

出源別排

用に伴う温

ソリン使用量

備中

臥牛山サル

管理事務所 6.

% 

護 

2.2% 

院 2.6% 

係る電気・燃

出は全体の２

として主に使

る使用の多い

５％）、臥牛山

う排出量

設等 

防署 

事務所 

務所 

センター

局 

ーション

局 

排出状況

温室効果ガ

量・排出量＞

消

地域局 2.1%

ル 

.3% 
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燃料使用に伴

２．４％を占め

使用すること

い本庁舎での

山サル管理事

使用量

４

１

１

１１

ス排出量：

＞ 

消防本部・消防

その他 11

伴う排出に関

めている。 

から、使用量

の排出が全体

事務所（６．３

（Ｌ） 

８，４０８

７，５８０

７，１２２

６，８２３

４，７４５

４，３７３

３，９６７

２，９０６

２，４３６

２，４０８

１，３３４

２，１０２

：２６２ｔ

＜

防署 15.5% 

.4% 

関し、課・施

量は公用車の

体の４２．８％

３％）等が続

排

㎏

１

２

－ＣＯ２ 

＜ガソリン使

施設別排出源

の管理状況

％を占めてお

続いている。 

排出量 

㎏-CO2 

１２，３０

４０，７８

１６，５２

１５，８２

１１，００

１０，１４

９，２０

６，７４

５，６５

５，５８

２８，８３

６２，６１

使用に伴う施

本庁

42.8

源構成

・稼働

おり、そ

７

７

３

９

８

５

４

２

３

７

１

６

施設別排出構

庁舎 

8%

構成＞ 
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 ● 

 

● 
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軽

＜施

有漢デイサ

消防署西

高梁

有漢スポ

（２）軽油 

軽油使用に

軽油は一般

いることから

管理車両や

９．９％）等続

軽油使

上

消防

有漢デイ

消

有漢

高梁学

高

有漢学

成羽デイ

軽油使用に

施設別 軽油

サービスセンタ

9.6% 

西分駐所 6.7%

梁学校給食セン

3.9%

高梁中央図

2.0% 

有

ポーツパーク

5.3% 

に伴う排出は

般的に消防車

ら、使用量は

や公用による

続いている。

使用に伴う排

上位１０施設

本庁舎 

防本部・消防

消防団 

イサービスセ

消防署西分駐

漢スポーツパ

学校給食セン

高梁中央図書

学校給食セン

イサービスセ

その他 

合計 

に伴う温室効

油使用量・排

消防

9.

ター 

% 

ンター 

図書館 

有漢学校給食セ

1.9%

ク 

は全体の０．７

車、給食の配

公用車の管

る使用の多い

排出量 

設等 

防署 

センター

駐所 

パーク 

ンター 

書館 

ンター 

センター

効果ガス排

排出量＞ 

防団 

9% 

センター 

% 
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７％を占めて

配送、構内作

管理状況・稼働

い、本庁舎（４

使用量

１

２

排出量：７

消防

成羽デイサ

ている。 

作業等に関わ

働状況に応じ

４４．５％）、消

（Ｌ） 

２，９４３

３，５４９

２，８７９

２，７８３

１，９５５

１，５５０

１，１３６

５７５

５４５

２３８

９４７

９，１００
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12.2%
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わる公用車燃

じて変動する

消防本部（１

排

㎏

Ｏ２ 

使用に伴う施

署
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%

ター 

燃料として使用

る。 

２．２％）、消
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＜
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灯油使
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高梁学
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総

有

灯油使用に

施設別 灯油
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1.9% 
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1.6% 

総合文化会

3.8% 
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1.5% 
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1.4% 

に伴う排出は
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用していること
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５９ｔ－Ｃ
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０

０

０
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（８．６％）等

ＬＰＧ

上

川上学

特別養護

養護老

有漢デイ

養護老

消防

弥高山

有

ＬＰＧ使用
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上位１０施設
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護老人ホーム
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防本部・消防
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ＬＰＧ使用量

う施設別排出

鶴

防署 3.8% 

設 

の他 7.0% 

は全体の０．９

理用燃料とし

動する。 
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別養護老人ホ

る。 

排出量 

設等 
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ム鶴寿荘
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園 

防署 

園 

連施設 

園 

室効果ガス
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出構成＞ 
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９％を占めて

して使用する

る川上学校給

ホーム鶴寿荘

使用量

１

３

排出量：９

＞ 

養護老人ホ

長寿園 4

ている。 

ることから、使

給食センター

荘（１５．２％
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３，９０

３，７６

３，５７

２，６８

２，４３

２，２９

３０，３４

９３，８３

食センター 

特別養

ホーム

1

養護老人ホ

成羽川荘

8.6% 

調理数

．２％

羽川荘

３

２

５

９

７

４

６

０

５

０

１

１

養護老人 

ム鶴寿荘 

15.2% 

ホーム 

荘 



 

（

 

 
 

 ● 
 

 ● 

 

 ● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電気

＜

簡易

そ

文化交

2.

（６）電気 

電気使用に

電気は一般

ることから、

動力機器を

院（１１．７％

電気使

上

下

簡易水

上水

畑地かん

簡易水

簡易水

簡易水

気使用に伴
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ける基準年（
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【参考】目標設定外施設 

 

実行計画の目標設定外施設における基準年（平成２７年度）の温室効果ガス排出量は

１，０６６ｔ－ＣＯ２となった。 

 

＜目標設定外施設 活動量・温室効果ガス総排出量＞ 

排出源 活動量 
排出量 

㎏-CO2 

ガソリン ２０，２４７Ｌ ４４，４３３

軽油 １３，１０９Ｌ ３３，８１２

灯油 １７，８３５Ｌ ４４，４０９

Ａ重油 ７，０１８Ｌ １９，０１６

ＬＰＧ ６，１２６㎥ １８，３７９

電気 １，２７８，４５６kWh ９０６，４２５

合計 １，０６６，４７４
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 本調査は、施設・職場単位（本庁・支所は課単位、その他施設単位）での日常の地球

温暖化対策への取組状況について把握することを目的としたものであり、以下の内容に

ついて調査を行った。 

 

 ● 対象施設概要に関する設問 

 ● 施設の運用改善等の取組行動に関する設問 

 

 調査は、各課。各施設の調査担当者または施設の施設担当者に対し、施設・職場での

温室効果ガス削減のための日頃の取組実施状況アンケート形式により回答するという

手法を用いた。 

 

 ● 調査担当者 ： 各課・施設の調査担当者または施設管理者 

 ● 採点方法  ： 調査担当者または施設管理者の自己評価による５段階評価 

 

＜アンケート評価の基準＞ 

回答 実施状況（実施率） 

５ 必ず実施している    （８０～１００％）

４ かなり実施している   （６０～ ８０％）

３ 時々実施している    （４０～ ６０％）

２ たまに実施している   （２０～ ４０％）

１ ほとんど実施していない （ ０～ ２０％）

 

  

第４章 温室効果ガス削減への取組状況 

第１節 調査の概要 
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 各課・施設からのアンケート回答の集計結果を下記のとおり示す。 

 なお、アンケート集計において、「該当しない」あるいは「無回答」と回答したもの

については、「回答数」に含めていない。 

  

第２節 現況調査結果 

1 冷房の設定温度（または室温）は２８℃以上に設定していますか。 71.0% 9.7% 16.1% 3.2% 0.0% 4.5

2 暖房の設定温度（または室温）は２０℃以下に設定していますか。 67.7% 3.2% 25.8% 3.2% 0.0% 4.4

3 昼休みや就業時間外には冷暖房機器の電源を切ってますか。 51.6% 9.7% 16.1% 9.7% 12.9% 3.8

4 断続的に使用する部屋（会議室等）の空調は、電源をこまめに切っていますか。 96.8% 0.0% 3.2% 0.0% 0.0% 4.9

5 昼休みや日中日当たりの良い場所では、照明をこまめに消していますか。 77.4% 19.4% 3.2% 0.0% 0.0% 4.7

6 断続的に使用する部屋（会議室、トイレ、給湯室等）の照明はこまめに消していますか。 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.0

7 外勤時や作業を中断する時には、コンピューターの電源を切るようにしていますか。 41.9% 6.5% 19.4% 22.6% 9.7% 3.5

8 コピー機やプリンターは、使用後に電源を切るようにしていますか。 48.4% 6.5% 16.1% 6.5% 22.6% 3.5

9 暖房器具（ストーブ、ファンヒータ等）の火力を抑えて使用していますか。 85.2% 7.4% 7.4% 0.0% 0.0% 4.2

10 ガスコンロ等の火の強さは、やかんの大きさに合わせて調整していますか。 85.7% 7.1% 7.1% 0.0% 0.0% 4.3

11 給湯器や湯沸しの器の設定温度を低めにしていますか。 79.3% 6.9% 13.8% 0.0% 0.0% 4.4

12 湯沸し時には必要最小限の量を沸かすようにしていますか。 79.3% 3.4% 10.3% 3.4% 3.4% 4.2

13 湯を沸かすときは、水から温めずに瞬間湯沸かし器等のお湯を利用していますか。 65.5% 13.8% 10.3% 3.4% 6.9% 4.0

14 アイドリングストップを実施していますか。 51.6% 12.9% 9.7% 3.2% 22.6% 3.7

15 荷物の積み降ろし等で車を降りる際は、エンジンを切るようにしていますか。 83.9% 16.1% 0.0% 0.0% 0.0% 4.8

16 不用な積載物は、その都度車から降ろしていますか。 87.1% 3.2% 6.5% 0.0% 3.2% 4.7

17 急発進、急加速を抑制していますか。 83.9% 16.1% 0.0% 0.0% 0.0% 4.8

18 給油時にタイヤの空気圧をチェックするようにしていますか。 41.9% 3.2% 19.4% 12.9% 22.6% 3.3

19 近い距離の外出には徒歩や自転車を利用していますか。 77.4% 6.5% 9.7% 6.5% 0.0% 4.5

20 クールビズ・ウォームビズを実施していますか。 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.0

21 コピー・印刷部数を把握して、必要最小限のコピー・印刷に努めていますか。 77.4% 12.9% 9.7% 0.0% 0.0% 4.7

22 事務連絡等は回覧や電子メールを活用し、ＦＡＸや文書配布を削減していますか。 64.5% 25.8% 6.5% 3.2% 0.0% 4.5

23 事務書類（会議資料、事務手続、報告書等）を簡素化していますか。 61.3% 19.4% 16.1% 3.2% 0.0% 4.4

24 裏面が白紙の使用済み用紙を再利用していますか。 74.2% 12.9% 12.9% 0.0% 0.0% 4.6

25 古紙（機密文書等は除く）やカートリッジ等のリサイクルに努めていますか。 87.1% 6.5% 6.5% 0.0% 0.0% 4.8

26 水道使用時には節水に心掛けていますか。 87.1% 9.7% 3.2% 0.0% 0.0% 4.8

27 地球温暖化防止への取組に関心がありますか。 80.6% 3.2% 16.1% 0.0% 0.0% 4.6

28 職場等で地球温暖化防止に関して情報交換等を行っていますか。 29.0% 9.7% 25.8% 9.7% 25.8% 3.1

69.4% 6.9% 12.5% 5.6% 5.6% 4.3

78.9% 7.7% 9.9% 1.4% 2.1% 4.3

71.0% 9.7% 7.5% 3.8% 8.1% 4.3

73.5% 11.1% 10.8% 1.8% 2.9% 4.5

72.6% 9.0% 10.4% 3.3% 4.7% 4.4

施設燃料に関する取組　平均

公用車に関する取組　平均

間接的項目に関する取組　平均

全体平均
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 各課・施設の温室効果ガスへの取組状況把握を目的として行ったアンケートの結果、

「必ず実施している」と回答した割合が、全体の７２．６％であった。 

 実施状況が良い項目については継続的に取組を実施していくとともに、実施状況が悪

い項目については、今後さらに取組強化していくことが望まれる。 

 
 ●実施率が良い項目 
 

  ◆ 断続的に使用する部屋（会議室等）の照明はこまめに消していますか 

（平均５．０） 

  ◆ 断続的に使用する部屋（会議室等）の空調は、電源をこまめに切っていますか 

（平均４．９） 

  ◆ 荷物の積み降ろし等で車を降りる際は、エンジンを切るようにしていますか 

（平均４．８） 

  ◆ 急発進、急加速を抑制していますか 

（平均４．８） 

  ◆ 古紙（機密文書等は除く）やカートリッジ等のリサイクルに努めていますか 

（平均４．８） 

  ◆ 水道使用時には節水に心掛けていますか 

（平均４．８） 

 
 ●実施率の悪い項目 
 

  ◆ 職場等で地球温暖化防止に関して情報交換等を行っていますか 

（平均３．１） 

  ◆ 給油時にタイヤの空気圧をチェックするようにしていますか 

（平均３．３） 

  ◆ 外勤時や作業を中断する時は、コンピューターの電源を切るようにしていますか 

（平均３．５） 

  ◆ コピー機やプリンターは、使用後に電源を切るようにしていますか 

（平均３．５） 

  ◆ アイドリングストップを実施していますか 

（平均３．７） 

  ◆ 昼休みや就業時間外には冷暖房機器の電源を切ってますか 

（平均３．８） 
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 実行計画の温室効果ガス削減目標の設定にあたり、「１ 実行計画の位置付け及び意

義・目的」（５頁参照）でも述べているとおり、高梁市は、「省エネ法」の特定事業者（事

業全体で年度単位のエネルギー総使用量が原油換算で１，５００ｋｌを超える事業者）

として、エネルギー使用状況の把握や省エネルギー化の推進が義務付けられたことから、

省エネ法の原単位削減目安に基づく目標数値を実行計画の温室効果ガス削減目標とす

る。 

 

 

 

  

 

 

  

 ※省エネ法によるエネルギー削減目標 

  省エネ法では、年間エネルギー使用量が原油換算１，５００kl を超える特定事業

者に対して、年平均１％を目安とする事業者単位でのエネルギー原単位の継続的な改

善が求められている。 

  このため、省エネ法原単位削減目安と実行計画の削減目標との整合を図るため、「５．

０％」の削減とした。 

 

 

  

第５章 温室効果ガス削減目標 

第１節 削減目標の概要 

第２節 削減目標 

基準排出量（１０，８２７ｔ-ＣＯ２）に対して 

目標年度（平成３３年度）の排出量を 
 

５．０％削減 
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 ●財政効果試算のための前提条件 

  ◆ 各燃料単価：石油情報センター（２０１５/４～２０１６/３）の平均単価を使用 

◆ 電力単価：中国電力標準料金表（２０１６．４.１実施）業務用電力料金を使用 

◆ 目標達成の目安：省エネ法に準じた削減目標５％（年１％、５年間で５％）を目標達成

の目安とした場合 

 

 

 実行計画の目標達成時の財政効果は、基準年の活動量の目標達成の目安から、高梁

市全体で約１，２００万円を超すと推測される。なお、この数値は、全職場・施設で

の取組が実施された場合にその積み上げとして達成されるものである。 

 

平成 27年活動量 

目標達成 

の目安 

（％） 

目標削減量 
電力・ 

燃料単価 

効果金額 

（円） 

ガソリン 112,102L 5.0 5,605L 130 円/L 728,650

軽油 29,100L 5.0 1,455L 110 円/L 160,050

灯油 264,599L 5.0 13,230L 75 円/L 992,250

Ａ重油 41,280L 5.0 2,064L 58 円/L 119,712

ＬＰＧ 31,277 ㎥ 5.0 1,564 ㎥ 510 円/㎥ 797,640

電気 13,574,954kwh 5.0 678,748kwh 14 円/kwh 9,516,472

合計 － － － － 12,314,774

 

 

 

 

 

  

【参考】削減目標達成時の財政効果 
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 高梁市の地球温暖化対策や省エネルギー対策等の環境保全への取組状況をもとに、実

行計画の基本方針及び基本方針に基づいた温室効果ガス排出量削減と省エネルギー化

へ向けた取組施策を以下のように設定する。 

 

 

 ● ソフト的取組の徹底 

   市職員による温室効果ガス排出量削減と省エネルギーの取組に関して一定の効

果が認められることから、今後は施設や職場あるいは職員の差異なく取組が実行さ

れるよう、ソフト的取組の徹底を図る。 

 ● ごみ減量への取組 

   ごみ減量への取組については、市民・事業者との連携が必要であることから、行

政事務・事業からのごみ排出量の削減はもとより、市民・事業者に向けた啓発等を

行うことで、ごみの減量化を図る。 

 ● ハード的取組の推進 

   温室効果ガス排出量を継続的かつ効率的に削減するため、省エネルギー化（省エ

ネ改善・省エネ型機器への更新）や再生可能エネルギーの導入拡大を図るとともに、

総エネルギー使用量の縮減を図る。 

 

 

 ● ソフト的取組の施策 

   施設の運用改善や省エネ法に基づく管理標準の遵守、エコドライブの実践など職

員による取組を主体とした即効性が期待される取組。 

 ● ごみ減量への取組 

   「高梁市一般廃棄物処理基本計画」に準じる。 

 

第６章 温室効果ガス削減への取組 

第１節 基本方針 

１ 実行計画の基本方針 

２ 温室効果ガス排出量削減への取組施策 
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をもとに作成

灯2～6本

タログによる

） 
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パ

輝

 

ま

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

度

パソコンは、

● パソコン等

２時間以内の

・パソコン

・パソコン

モニターの

パソコンの液

輝度を下げて

また、省エネ

ましょう。 

デスクトッ

度の設定が可

本体下

、使用に支障

等は冷却ファ

の作業休止は

ンの電源 ON-O

ンで作業しない

の輝度調整で

液晶モニターの

省エネしまし

ネだけでなく

プではモニタ

可能になります

デスクトップ

下部の MENU

障のない範囲

ァンなどのほ

は省電力モー

OFF や省電力

い時間が１時

で省エネを！

の輝度（明る

しょう。 

く眼精疲労の

ター本体の「

す。 

輝度４０％

出典：Wind

出典：Win

 

ボタン 
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囲でディスプ

こりやごみを

ードが電源 OF

モードへの移

時間５０分以

 

るさ）は、標

の予防のために

「ＭＥＮＵ」ボ

％で２３％の節

dows パソコン

ndows パソコン

レスの輝度を

を定期的に除

FF より省エ

移行－復帰時

以内であれば省

準状態では明

にも、輝度と

ボタン、ノー

節電効果 

を節電して使

ンを節電して使

ノ

キーボ

＋

を下げる。 

除去する。 

ネ！ 

時は消費電力が

省電力モード

明るめに設定

併せてコン

トブックでは

う術（日本マ

使う術（日本マ

ノートブック 

ボードのボタン

＋ 

が多くなる。

ドのほうが省

定されているた

トラストも調

はキーボード

イクロソフト

マイクロソフ

ン 

 

省電力 

ため、

調整し

ドで輝

㈱） 

ト㈱） 
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３

照

照

表

Ｄ

Ｅ

Ｆ

（２）指定管

● 事務用機

（１）職員、

● トイレ、会

用する。 

● 会議の準

る。 

● 始業前、昼

● 終業時に

また、超過

● 照明スイッ

● 晴天時の

● 照明器具

● 照度が基

● 廊下・ホー

３ 照

照明エリアの

照明の点灯エ

表示しましょ

照明区

・・・・・・・・ ・・・・・

・・・・・・・・ ・・・・・

・・・・・・・・ ・・・・・

・・・・・・・・ ・・・・・

・・・・・・・・ ・・・・・

・・・・・・・・ ・・・・・

管理者側で

機器の保守・点

、職場内で

会議室、湯沸

準備、片付けの

昼休みの執務

は、自分が帰

過勤務時には

ッチに点灯場

窓際、事務室

具の清掃、適正

基準値より高い

ール等供用ス

照明に関す

の把握を！ 

リアを把握

う。 

区分の対応図

・・・ ・・・・・・・・

・・・ ・・・・・・・・

・・・ ・・・・・・・・

・・・ ・・・・・・・・

・・・ ・・・・・・・・

・・・ ・・・・・・・・

座席と照明区分

Ｄ～Ｆ

での取組 

点検は予算の

での取組 

室、倉庫等、

の際には、照

務室の照明

帰宅すること

は、無人エリア

場所を明示す

室内の未使用

正な時期での

い場合は、基

スペースの点

 

する取組 

し、使用者が

イメージ 

山口 伊森

中道 小野

・・・・・・・・ ・・・・・・・・

・・・・・・・・ ・・・・・・・・

・・・・・・・・ ・・・・・・・・

・・・・・・・・ ・・・・・・・・

分の対応

Ａ～Ｃ

- 30 - 

の範囲内にお

、常時利用し

照明の点灯は

は、業務に必

とによって消灯

アは消灯する

する。 

用スペースで

の交換を実施

基準値を大き

点灯は、必要

が認識できる

木上

加藤

Ａ

Ｂ

Ｃ

おいてこまめ

しない部屋は

は必要最小限

必要な場合を

灯できる部分

る。 

では、支障の

施する。 

きく超えないよ

要最小限度と

るようにスイ

スイ

Ａのスイッチ

を押すとＡの

範囲が点灯

めに実施する

は、必要時の

限とし、不要

を除き消灯す

分の消灯を行

のない範囲で

よう点灯数を

する。 

ッチに該当す

Ａ

Ｂ

Ｃ

イッチのマー

チ 

の 

る。 

のみ照明設備

要な部分は消

する。 

行って帰宅す

で消灯する。 

を調整する。 

する点灯エリ

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 

ーキングイメー

備を使

灯す

する。 

アを

ージ 
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４

お

（２）施設管

● 照明スイッ

● 廊下・ホー

● 屋外照明

● センサによ

採用を検討

● あらかじめ

備の採用

（１）職員、

● お湯を沸か

● 長時間使

● ガスコンロ

● 湯を沸かす

（２）施設管

● 給湯時期

● 給水・給湯

いようにす

４ 給

お湯を沸かす

給湯器はエ

湯を沸かす

２０℃

沸

※

管理者側で

ッチに点灯場

ール等供用ス

等は、安全の

より昼間の太

討する。 

め設定された

を検討する。

、職場内で

かす時は、瞬

使用しない給湯

ロ等を使用す

す時は必要

管理者側で

・時間はでき

湯の分岐バル

する。 

給湯、ボイラ

す時は給湯器

ネルギー効率

ようにしまし

℃→１００℃

沸かした場合 

※1L の水を沸

での取組 

場所を明示す

スペースの点

の確保に支障

太陽光や人の

た時刻・時間

。 

での取組 

瞬間湯沸かし

湯機器等の種

する際、必要

最小限の量

での取組 

きるだけ縮小

ルブを使用上

ラに関する

器のお湯から

率の高い機器

しょう。 

℃に 

沸かす場合 

- 31 - 

する。 

点灯は、必要

障のない範囲

の存在を感知

間帯ごとに、照

し器や給湯器

種火を消す。

以上に強火

量を沸かす。

小する。 

上、支障のな

る取組 

！ 

器です。お湯

178kcal

ガスコン

（熱効率 4

出典

要最小限度と

囲で消灯する

知し、必要な

照明の箇所、

器からのお湯

。 

にしない。

ない範囲で絞

湯を沸かす時は

ロ 

45%） 

典：省エネルギ

する。 

るなど点灯縮

な時のみ自動

、照度などを

湯を利用する

絞り、水・湯が

は、水からで

100kcal 

約

節

ガス給湯器

（熱効率 80%

ギーセンター 

縮減を図る。

動制御する設

を自動制御す

る。 

が必要以上に

でなく給湯器

80kcal 

節約できます。

器 

%） 

家庭の省エネ

 

設備の

する設

に出な

器のお

 

ネ大事典 
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アイ

エ

５

こ

グ
 

 

ア

が
め

れ
 

た

囲

（１）職員、

● 職員はで

● 機器を利

グを抜いて

● 春、秋の穏

（２）施設管

● 昇降機の

● 業務用機

● 受変電設

めに実施

● 変圧器・無

● 不要なアイ

５ その

６ 公用

イドリングス

エンジン始動

５秒間のアイ

これ以上の停

グストップを

アイドリング

が約 14%改
めに実施すれ

れます。 

ただし交差点

囲で行ってく

、職場内で

きるだけ階段

用しない時に

ておく。 

穏やかな日に

管理者側で

保守・点検は

機器の保守・点

設備の保守・点

する。 

無停電電源装

イドリングの

の他（動力

用車使用に

ストップで燃

動時の燃費消

イドリングと

停車を目安に

を心掛けまし

グストップの

改善された

れば大きな省

点などでは、

ください。 

での取組 

段を使う。 

には、業務に

には、出来る

での取組 

は予算の範囲

点検は予算の

点検は、【電

装置の保守・

防止に努め

力機器等）

に関する取

燃費改善を！

費増加分は

同じであり、

アイドリン

ょう。 

実施で、燃

例もあり、こ

エネ効果が得

無理のない範

出典：Ｌ
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に支障のない

る限り自動ドア

囲内において

の範囲内にお

電気保安規程

・点検は、予

める。 

に関する

取組 

 

、 

燃費 

こま 

得ら 

範 

ＬＥＴ’Ｓスマ

い範囲で主電

アを開放して

てこまめに実

おいてこまめ

程】に基づき

予算の範囲内

取組 

マートドライブ

電源を切る。

ておく。 

実施する。 

めに実施する

、予算の範囲

内においてこま

ブ（（財）省エネ

または、電源

る。 

囲内において

まめに実施す

ネルギーセン

源プラ

てこま

する。 

ター） 
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エ

● 急発進・急

● 早目のア

ふんわりア

発進時に

速 20km を
 

少し、ゆ

ふんわり

エンジンブレ

エンジンブ

燃費（km
して、エン

ンブレーキ

急加速を防止

クセルオフ。

アクセル eス

ブレーキを放

を目安にゆっ

っくりするだ

りアクセル『e

レーキを積極

ブレーキを使

m/L）が改善
ンジンブレー

キを活用しま

止する。 

 

タートを！

放してからひ

たり運転しま

だけで、普通

スタート』の方

出典：

極的に使いま

使うと、燃費の

善されます。

キで減速しま

しょう。 

燃料カットと

アクセル O

的に燃料の

燃料を燃や

の燃料も含

転数が低く

アイドリング

出

- 33 - 

ひと呼吸置いて

ます。 

通の発進に比べ

方法 加

交通の省エネ

ましょう！

の供給が停止

停止位置が

ましょう。ま

とは 

OFF で走行中

の供給が停止

やさなくてもエ

含めて全ての燃

くなると（1200r

グに必要な程

出典：エコドラ

てアクセルに

べ燃料消費

加速のしかた

ルギー（（財）

止される（燃

が分かったら、

また減速した

中、エンジンの

止されます（エ

エンジンが止ま

燃料がカットさ

rpm 前後）、エ

度の燃料が供

ライブ情報（（

に足を掛けま

費が約 10％

たと燃料消費量

省エネルギー

料カット）

、早めにアク

り、坂道を下

回転数が高い

ンジンの回転

まらないため、

される。）その

エンジンが止ま

供給されます。

（財）省エネル

ます。発信 5秒

％節約できま

量の割合比較

ーセンター） 

ので、2％程

クセルから足

下る時にはエ

い場合には自

転数が高けれ

、アイドリング

後エンジンの

まらないように

。 

ルギーセンター

秒で時

す。 

較

程度

を放

ンジ

自動

れば

グ分

の回

に、

ー） 
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車

出

● 車に不要

● 道路交通

車の走行時に

110kg の不

ほど多くの

出かける前に

1 時間のドラ

当します。地

備をしまし

なります。

物を積載しな

通情報の活用

には、不用な

不要な荷物を

の燃料を消費

に計画・準備

ライブで、道

地図やカーナ

ょう。また道

カーナビやカ

ない。 

用。 

 

な積載物を積

載せて走ると

します。運ぶ

出典：LET

備をして、渋滞

道に迷って 10

ナビ等を利用

道路交通情報

カーラジオ等

- 34 - 

積まない！

と、燃料消費

ぶ必要のない

T’S スマート

滞や道路障害

分余計に走行

用して、行き先

をチェックし

等で道路交通情

出典：エコド

費 3～4%程度増

い荷物は、降

ドライブ（（財

害等の情報を

行すると 14%

先及び走行ル

して渋滞を避

情報をチェッ

ドライブ情報（

増加します。

ろして運転し

財）省エネルギ

をチェックし

%程度の燃費

ルートをあら

避ければ燃料

ックして活用

（（財）省エネル

車は重たく

しましょう。

ギーセンター）

しましょう！

(km/L)悪化に

かじめ計画

と時間の節約

用しましょう。

ルギーセンター

なる

 

 

！ 

に相

・準

約に

。 

ー） 
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車

エ

● エアコンの

● 暖気運転

車内を冷や

気象条件に

下げすぎな

12%程度燃
 

「内気循環」

せっかく温

ってしまい

く把握して

この表から

は、体感温

（悪化する）
 

また、外気

が著しく悪

循環の切り

ンジンをか

現在販売され

き、走りなが

は改善します

体の燃料消費

の使用は控え

転は適切に。 

しすぎないよ

に応じて、こ

ないことがポ

燃費(km/L)

」「外気導入

温めたり冷や

います。適切

て、空気の管

らわかるとおり

温度は変わらな

）ことがわかり

が３５度と真夏

化することが

り替えもこまめ

けたらすぐ出

れているガソ

がら暖めるウ

すが、５分間
費量は増加し

えめに。 

ようにしまし

まめに温度

ポイントです。

)が悪化しま

入」の切り替

やしたりした車

に空気の入れ

管理も適切に行

り、外気が２５

なくとも、エアコ

ります。 

夏の時期には

わかります。真

めに行いましょ

出発しましょ

ソリン乗用車

ウォームアッ

間暖機すると
します。 

- 35 - 

しょう！ 

・風量の調整

。外気温 25

ます。 

えも適切に

車内の空気も

れ替えをする

行いましょう

５度とおおよそ

コンを ON に

は、エアコンを

真夏には、な

ょう。 

出典：エコ

ょう！ 

においては暖

プ走行で充分

と 1600cc 程

出典：エ

整を行いまし

5℃の時に、

！ 

も、外気導入

ることは大切

う。 

そ真夏・真冬

しているだけで

MAX にして

るべく AUTO

ドライブ情報

暖機不要です

分です。暖機

程度の燃料(c

エコドライブ情

ょう。特に夏

、エアコンを

にセットして

ですが、気温

冬以外の気候

で 14%も燃料

外気導入をす

モードで、外

（（財）省エネ

す。寒冷地な

機することによ

cc/km)を消費

情報（（財）省

夏場に設定温

を使用する

ていると逃げ

温や車内環境

の良い時期に

料消費量が増す

すると燃料消費

外気導入と内気

ネルギーセンタ

ど特別な状況

より走行時の

費しますので

省エネルギーセ

温度を

ると、

げてい

境をよ

に

す

費

気

ター） 

況を除

の燃費

で、全

センター） 
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  ●

 

月

車

● 給油等の

● 加減速の

● 近くの場所

● 合理的な

１回はタイヤ

タイヤ空気圧

安全面でも問
 

なお、適正空

が必要となり

タイヤ空

車間距離は余

車間距離に

すると、加

が悪化しま

交通の状況
 

加減速の多

機会を利用

少ない運転

所に移動する

走行ルートの

ヤ空気圧の点

圧不足は燃費

問題となりま

空気圧はタイ

ります。（走行

空気圧不足によ

余裕をもって

に余裕をもつ

加減速の機会

ます。また、同

況に応じて、

多い運転をす

してタイヤの

を心掛ける。

る際、自転車

の選択と経済

点検を！ 

費の低下を招

ます。 

イヤが冷えて

行後の点検で

よる燃料消費量

出典

て、交通状況

ことが大切で

も多くなり、

同じ速度であ

できるだけ速

ると、燃費が

出典：
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の空気圧の点

。 

車等を利用す

済速度による

きます。また

いる状態を基

では適正値に

量の悪化状況

典：LET’S ス

況に応じた安

です。車間距

、その分市街

あれば、高めの

速度変化の少

が悪化します

：エコドライブ

点検と適正化

する。 

る走行に努め

た、タイヤの

基準にしてお

になりません）

スマートドライ

安全な定速走

距離を詰めた

街地で 2％程度

のギアで走行

少ない安全な

す。 

実験コ

が多い

験を行

料消費

得られ

ブ情報（（財）

化を行い燃費

める。 

の編摩耗やグ

おり、出発前や

）

イブ（（財）省エ

走行に努めま

り、速度にム

度、郊外で

行する方が燃

運転をしまし

ースで、速度

い場合と少ない

行うと、速度変

費(cc/km)が少

れます。 

省エネルギー

費の向上を図

リップの低下

や出発直後の

エネルギーセ

しょう！ 

ムラのある走

6％程度燃費

燃費が良くな

しょう。 

度の変動（加

い場合を比較

変動が少ない

少ないという

ーセンター） 

図る。 

下等、

の点検

ンター） 

走り方を

費(km/L)

ります。

加減速）

較する実

いほど燃

う結果が
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エ

（１）職員、

● コピーや印

● 裏面が白

● ミスコピー

● コピー用紙

● パンフレッ

● 会議等で

● 会議・講習

● 作成文書

● 用紙類の

● 機密文書

● 会議の出

● 事務連絡

● 会議資料

● 物品購入

● 日常的に

物品購入に

● 職場単位

● 施設の活

● 施設利用

● ノー残業デ

（２）施設管

● 緑のカーテ

７ 間接

エコな消費活

環境ラベルの

環境負荷の少

、職場内で

印刷物の作成

紙のコピー用

ーの防止に努

紙使用枚数を

ットなどの印刷

使用する資料

習会等におい

書等は印刷物

処理に関す

書のリサイクル

席人数や資

絡等は掲示板

料等を簡素化

入に際しては、

洗面所や流

に際しては「グ

位で地球温暖

活動量・温室効

者及び職員

デーを遵守す

管理者側で

テンを積極的

接的項目に

活動を！ 

の付いている

少ないものに

での取組 

成に、両面コ

用紙は、業務

努める。（コピ

を把握し、そ

刷物を作成す

料は、ワンペ

いては、可能

物よりも電子媒

る判断基準

ルを推進する

資料の配布数

板、回覧や電子

し、用紙使用

、レジ袋を断

流しにおける節

グリーン購入

暖化防止への

効果ガス排出

員に対して地球

するとともに、

での取組 

的に導入する

に関する取

る製品などを

にすることが
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コピー・両面印

務に支障のな

ピー機の使用

その削減に努

する際、必要

ペーパー化（

能な限り封筒

媒体による保

準を設け、リサ

る。 

数を確認し必

子メールを活

用量の削減に

断るようにする

節水を励行す

入推進基本方

の取組テーマ

出量の推移や

球温暖化防

、残業時間を

る。 

取組 

を選んで購入

ができます。

印刷を実施す

ない範囲で再

用後はリセット

努める。 

要最低限の部

規格統一）す

は配布しない

保存を心掛け

サイクル率の

要最小限の

活用し、文書

に努める。

る。 

する。 

方針及び調達

マを提案・実践

や増減要因等

止への啓発

を削減するよ

することによ

する。 

再利用する。

トボタンを押す

部数の印刷に

するよう工夫

い。 

け用紙の使用

向上を図る

のコピー・両面

書配布を削減

達方針」を遵

践する。 

等の把握に努

を促すポスタ

ように心がける

より、消費活

 

すなど） 

に努める。 

夫する。 

用を極力避け

。 

面印刷に努め

減する。 

遵守する。 

努める。 

ターを掲示す

る。 

活動をできる

ける。 

める。 

する。 

だけ
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 高効率エアコンや高効率ボイラ等、エネルギー効率が高く、消費するエネルギーを低

く抑えることができる機器をはじめ、自動調光システムや人感照明センサ等必要な時に

必要最小限のエネルギーを使うようにする機器、その他、窓からの出入りを抑制し冷暖

房にかかるエネルギーを抑えることができる断熱フィルムの施工等、省エネルギーのた

めのさまざまな機器・設備が製品化されている。これら省エネ機器の導入を積極的に検

討し、順次更新を進めていくことで、省エネルギー化及び温室効果ガス排出量の削減を

図る。 

＜省エネルギー機器の例＞ 

１ 空調 

 ・高効率エアコンへの更新 

・送風ファン、循環ポンプ用モータのインバータ化 

・熱交換型換気扇の導入 

・窓ガラスの２重サッシ化 

・窓ガラスへの断熱フィルム施工 

２ 照明 

 ・太陽光や風力を活用した発電型屋外照明の導入 

・自動調光システムの導入 

・インバータ蛍光灯への更新 

・人感センサの設置 

・ＬＥＤ照明器具への転換 

・室内照明の配線を変更する 

３ ＯＡ機器 

 ・ＯＡ機器購入の際は、国際エネルギースタープログラム適合商品の中から選定す

 る 

・パソコン購入の際は、デスクトップ型に比べて消費電力の少ないノート型の中か

ら選ぶ 

４ その他電気 

 ・省エネ型、又は蓄光型誘導灯への更新 

・保温性の高い電気ポットへの買い替え 

５ 施設燃料（灯油、Ａ重油、ＬＰＧ） 

 ・環境対応型高効率ボイラ（低 CO2、低 NOX）への更新 

・潜熱回収型給湯器への更新 

６ 公用車 

 ・低公害車・クリーンエネルギー自動車・小排気量車への更新 

・市販のエコ運転支援装置や燃費計の設置 

７ 水道・用紙、その他間接的項目 

 ・雨水利用タンクの設置により、雨水を散水などに利用する 

・自動水洗設備など節水型機器を導入する 

・トイレ用擬音装置を導入する 

第３節 ハード的取組施策 

１ 省エネルギー機器への更新 



 

８ 公

 

 

 

 （

 太

時の独

 高梁

うこ

 ま

入を積

  

 

 

 

 

 

 （

 温

望と

図り

指す。

 新庁

動車

あり

とも

した

行う。

 

 

 

【高

公共事業にお

・雨

・施

入

（１）太陽光

陽光発電設

独立型電源

梁市は、太

とで、再生

た、今後公

積極的に検

（２）電気自

室効果ガス

して、公用車

、市民・事業

。 

庁舎整備に

の急速充電

、広く市民

に、太陽光

充電スタン

。 

２ 再

高梁中学校太

おける環境配

雨水の貯留浸透

施設の再整備の

入を検討する 

光発電設備

設備や蓄電池

源としてライ

陽光発電や

生可能エネル

共施設の改

検討・実施す

自動車の普

ス排出削減の

車への電気

業者への電気

に合わせ、来場

電スタンドを

民に周知を行

光等の再生可

ンドの設置を

再生可能エ

陽光発電】 

慮 

透施設を利用

の際には、環

備等の導入拡

池の導入は、

フラインの

太陽熱利用

ルギー設備等

改修時等には

するものとす

普及 

のための将来

自動車の導入

気自動車の普

場者駐車場

を設置した

行い活用を促

可能エネルギ

を視野に入れ

エネルギー

【成
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用した水環境

環境にやさしい

拡大 

温室効果ガ

の確保にも寄

用に関する情

等の導入を促

は、太陽光発

する。 

来的な展

入拡大を

普及を目

に電気自

ところで

促進すると

ギーを利用

れた検討を

ーの導入拡

羽中学校太陽

設備を導入す

いエネルギー

ガス排出量の

寄与するもの

情報を広く市

促進する。

発電設備、太

拡大 

陽光発電】

する 

ー機器・省エネ

の削減はもと

のである。 

市民に発信し

太陽熱利用設

【太

ネルギー機器

とより、災害

し、普及啓発

設備、蓄電池

太陽光発電状

器の導

害発生

発を行

池の導

状況】 



 

 

 

 

 

 高梁

効果

地球温

①名

②構

   

   

 

 

 実行

毎に

ま

標達成

  ●

   

   

   

   

 

ま

に著

標そ

の見

 

 

 

第

第

梁市が温室

ガス削減目

温暖化対策

名称 ：高

構成員：委

   副

   常

行計画期間

市の施策や

た、管理手

成に向けて

● ＰＤＣＡサ

◆Ｐｌａｎ  ：

◆Ｄｏ   ：施

◆Ｃｈｅｃｋ：目

◆Ａｃｔｉｏｎ：計

た、市勢の

しい変動が

のものの合

直しを行う

７章 

第１節 

１ 進

室効果ガスを

標達成に向

策等推進委員

高梁市地球温

委員長 総務

副委員長 産

消

常任委員 秘

学

間中は、温室

や取組内容に

法の１つで

継続的に取

イクルによる

温室効果ガ

施策・取組の

目標達成状況

計画見直しに

変化等に伴

が生じること

合理性が失わ

ものとする

実行計

推進体

進行管理 

を継続的に削

向けた施策の

員会」を中心

温暖化対策等

務部長 

産業経済部長

消防長、病院

秘書政策課長

学校教育課長

効果ガス排

について見直

であるＰＤＣ

取り組むもの

る運用管理

ガス削減のた

の実施 

況の点検、施

による継続的

伴い温室効果

とで、実行計

われた場合に

る。 

計画の推

制 
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削減するため

の検討・実施

心に取り組ん

等推進委員会

長、市民生活

院事務長 

長、理財課長

長、消防総務

排出状況及び

直すものとす

ＣＡサイクル

のとする。

めの施策、取

施策・取組の

的な実施 

果ガス排出状

計画の削減

には、本計画

推進 

めには、全庁

施が求められ

んでいく。

会 

活部長、健康

長、農林課長

務課長、病院

び目標達成状

する。 

ルを用いて、

取組内容の立

の見直し 

状況

目

画

庁横断的な組

れていること

康福祉部長、

長、環境課長

院事務局長 

状況の点検結

本計画の進

立案 

組織のもとに

とから、「高

教育次長、

長、各地域局

結果を受け、

進行を管理し

に温室

高梁市

、 

局長、 

年度

し、目
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 （１）職員研修の目的 

 地球温暖化対策は長期的・継続的に実施することが望まれ、取組にあたる市職員一人

ひとりの意識向上を図ると共に、職員間の意識格差を是正することが望まれる。 

また、温室効果ガス排出状況や職員の取組状況は年々変化することから、この変化に

合わせ市の施策や取組内容を見直すことが常に求められている。 

市職員においては、地球温暖化の現状や実行計画の内容に対する理解を促すと共に、

取組行動の早期定着を目指し、状況に応じた対応を図ることを目的とした職員研修を定

期的に実施することで、継続的な温室効果ガスの削減を図るものとする。 

 

 （２）研修内容 

  ● 地球温暖化に関するトピックス 

  ● 温室効果ガス排出状況、及び本計画の目標達成状況 

  ● 職員の取組状況 

  ● 年度取組方針、及び施策に関する解説 

 

 

 本計画は、高梁市の行政事務及び事業の温室効果ガス排出削減を目指すと共に、地域

の住民や事業者に対する行政の率先行動として位置付けられる。また、本計画及び計画

の運用状況の公表は、住民や事業者に対する温室効果ガス削減への取組の波及や意識啓

発を図るだけでなく、行政が地域に対して温室効果ガス削減への取組を宣言することで、

職員自らの行動を律するものと期待される。 

 事務局は、毎年度、本計画の運用状況等について広報紙及びホームページ等を通じて

市内外に公表することで、行政の取組について住民の理解を得ると共に、高梁市が一丸

となった地球温暖化対策に発展させることを目指す。 

２ 職員研修の実施 

３ 実行計画及び運用状況の公表 


